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審 査 結 果 の 要 旨 

本研究では、人工染色体を保持するマウス（Tcマウス)の簡便な作製法の開発に成功した。

Tcマウスの作製においては、人工染色体上へ目的遺伝子を導入するためにCHO細胞を用いて

いた。そのため、ES細胞へ目的の人工染色体を移入するためには微小核細胞融合法が必要

不可欠であった。そこで、まず、人工染色体がすでに導入されているES細胞を作製した。

次にこのES細胞を用いて人工染色体上へ目的の遺伝子を導入する方法を開発した。さらに

このES細胞からマウス個体を作製、導入遺伝子の発現を確認した。この結果、目的遺伝子

を発現できるTcマウスの簡便な作製法を確立できた。本論文の内容は、基礎、応用を問わ

ず広く生命科学の分野でこの方法で作製されるTcマウスが有用になると予想され、生命科

学の分野において明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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